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の作品に関するテキスト研究がそれぞれ、Jñāndev Studies I, II, III となって出版された
のである。では次に、Jñāndev Studies I, II, III の内容を、個々に紹介していくことにし
たい。
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I.B.ナータの起源 Jñāneśvar̄ıによれば、Jñāndevに至るナータの系譜は、次のようなもの
だとされている。すなわち、Tripurāri(=Śiva)→Matyendra→Cauraṅḡı→Goraks.arāyā(=Goraks.anāth)



























そこでまず、テキスト校訂の原則についてであるが、Pām. gārkarの刊本（La.Rā. Pām. gārkar,














の他の歌（たとえば Yogapar Abhaṅgamālā など）も参照する必要がある。さらに、ヨー
ガ関係書（Hat.ayogaprad̄ıpikā など）、なかでも特に北インドのナータのもの（たとえば
Siddhasiddhāntapaddhati やS. at.cakranirūpan. a など）や、現代のタントリストの瞑想体験































































高い（12から 21）のが、Haripāt.h である。次（12－ 20頻度）が、12の歌である（これ
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らの歌は比較的最近の刊本にしか含まれていないものである）。その次（14頻度）が、8つ
























































































1. navāve mājhar̄ı / aut.ap̄ıt.hā sejar̄ı / śunyāc̄ı vovar̄ı / sunil.a prabhā //
九つの中央で3、三つ半の座の近くに4、空（śūnya）という寺院の壁がある5。［それは］
暗青色の光である。
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3. caitanyāc̄ı musa / tyāmaj̄ı votil̄ı / avyaktem. he kel̄ı / vasti tethe //
その中に、純粋意識の鋳型が投げ込まれ、未顕現が［そこを］住処とする8。
4. masurapramān. a / nāva mahākāran. a / gurumukhem. khun. a / jān. a bāpā //
レンズマメ大のもの、［その］名前が偉大な原因としての身体なのである。師の口を通
して、その印（偉大な原因としての身体）を知りなさい。父よ。
5. jñānadeva mhan. e / yāparate jān. an. em. / nāh̄ı nāh̄ı ān. a / nivr.tt̄ıc̄ı //
ジュニャーナデーヴは言う。「それ以上に何も知ることはない。ニヴリッティに誓って」と。
VI.B.第二の歌：眼の体験
1. d. ol.ā[m. ]ci pāhā d. ol.ā / śunyā[m. ]cā sevat.a / nil.abim. du n̄ıt.a / lakhalakhita //
眼の中の眼を見よ。［その眼は］空の最終地点であり、青い点であり、澄んでいてきら
めいている9。
2. visāu pātale / caitanya pai tethe / jān. a pā nirute / anubhave[m. ś̄ım. ] //
休息のために、純粋精神が、そこに達した。［そのことを］体験によって積極的に知り
なさい。





1. motiyācā vogaru / guruvākya sadann̄ı / vād. hiyelā bhājan̄ı / nabhāciyā //
真珠という料理が、師の言葉という良い食べ物において、空（sky）という容器に入っ
て、差し出される10。
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3. cākhavitā virul.ā / bahutāmāj̄ı yeka / āheti dām. bh̄ıka / gharoghar̄ı //
［それを］味わうものはまれである。多くのなかの一人にすぎない。［一方］偽善者は
各家にいる。
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VI.D.第四－第六の歌：最終的悟り
第四の歌
1. svarupācā pura / gagana sarite ālā / dekhan. ā bud. ālā / dekhatāc̄ı //
その本質がアートマンとなった者は、空（sky）の河に洪水のようにあふれで、その者
が見るやいなや見る者は溺れる。
2. caitanyācyā lāt.ā / pāhatām. yekasarā / pral.āıcyā n̄ırā- / sārikhyā pai //
［その者が］純粋意識の波を見ていると、［それらの波は］突然、洪水の水のように［な
る］14。
3. nā tar̄ı motiye / vikhural̄ım. am. bar̄ım. / disat̄ı pari kar̄ım. / yet̄ıca nā //
あるいは、空（sky）に散らばった真珠［のようになる］。［それらは］目には見えても、
手ではふれられないようになるのである。
4. gurumukhe khun. a / vol.akhuni ghyāv̄ı / deh̄ım. ca pāhāv̄ı / muktadaśā //
師の口を通して、この印を知ったのち、［それを］取得すべきである。そして、解脱し
た状態をこの自らの身体のなかに見るべきである15。




1. varn. a nā vyakti / amupa nijateja / sam. tām. cem. he guja / ātmarupa //
色もなく、顕現することもなく、はかりしれず、生来の輝きを備えているもの16。これ
が、サント（聖者）の秘密である。［それが］アートマンに存在するのである。
2. muktā[m. ?]cā sāgara/ bharalā dāh̄ı dísā/ pāhatām. j̄ıvadaśā/ bud. oni jāye //
真珠の海が十方を満たしている。それを見るとすぐに、個我の状態18は溺れる［消滅
する］。
3. te khun. a dāvil̄ı / mājh̄ıyā nayan̄ım. / cidratnāc̄ı khān. ı̄ / ughad. al̄ı //
私［自身の］目が、この印17を［自らに］示した。純粋意識という宝石の宝庫が開かれ
たのである。
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第六の歌
1. nayanāce ām. gan. ı̄m. / pāhilem. āpan. a / ujal.alyā jān. a / dāh̄ı dísā //
私が眼という中庭19のなかに［最高の実在を］見た［とき］、十方が明るくなったのだ
と知りなさい。
2. brahmām. d. ā yevhad. e / vot̄ıva sagal.e / manabuddhi kaval.e / aisem. nāh̄ım. //
［すると］すべてが宇宙大に広がり、思考器官も統覚機能も、［それを］抱くことはで
きないのである20。




1. maheśe umes̄ı / je khun. a dāvil̄ı / ham. se lādhavil̄ı / kamal.āsanā //
マヘーシャ神（シヴァ神）が［その妃］ウマー女神に示したこの印を、ハムサ神（ヴィ
シュヌ神）が、蓮華の座にあるもの（ブラフマー神）の近づけるものにしたのである21。
2. sanakādika tr.pta / jyā sukhe jāhale / yoḡı ānam. dale / yugāyuḡı //
サナカ等が満足した喜び、［その喜びを通して］、ヨーガ行者たちは、各ユガ期ごとに、
歓喜したのである22。




1. t̄ıh̄ım. śunyā[m. ]var̄ı/ nām. dātahe deh̄ı/ toci brahmām. d. a geh̄ı/ bharuni ase //
三つの空（śūnya）23の上にある、［偉大な原因としての］身体のなかで、歓喜に満ちて
暮らしている者は、宇宙という家一杯に充満する。
2. jayācā to bhāsa / bim. bākāra āhe / te khun. a k̄ı lāhe / guruputrā //
師の息子（ジュニャーナデーヴ）は実にこの印（偉大な原因としての身体）に到達した
が、その現れは、映像の姿をしたものである。
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その映像の原像が純粋なブラフマンなのである。それは不滅の実在であり、輝きの塊で
ある。
4. cal.e nā d.hal.e nā / jaise taise tem. ci / upamā ān. ikāc̄ı / kevi sāje //
それは動くこともなく、揺れることもない。それはありのままなのである。他のものと
比較することなどどうしてできよう。
5. bahu janmā sevat.̄ım. / phal.a he pun.yāce / abhāgyāsi kaise / prāpta hoya //
多くの生の果てに［得る］、これが功徳の果報なのである。幸運でない者がどうしてそ
れを得ることができようか。
6. aparā adhis.t.hāna / [sātaim. ] yā abhaṅḡı / jān. oniyā veḡı / j̄ıv̄ım. dharā //
この七つの歌（abhaṅga）のこの無限の基盤をすばやく知り、あなたの心に留めなさい。



















































は、Jñāndev Studies I, II 同様、きわめて手堅く信頼に足るものである。
ただし、考察に用いられる方法は、I, IIとはまったく異なっている。すなわち、Jñāndev
Studies I, II が、テキストの文献学的研究という範囲に限定されていたのにたいし、こ
の IIIでは、テキスト解釈の方法として、文化人類学者がこれまでに提示してきた解釈の
枠組みや概念を利用しようとしているのである。その解釈の枠組みとは具体的には、ター
ナー（Turner, W.Victor, The Ritual Process, Structure and Anti-Structure, Chicago:
Aldine Publishing Company, 1969）の「構造と反構造」という枠組みや、ラーマーヌジャ
ン（Ramanujan, A.K., Speaking of Śiva, Harmondsworth: Penguin Books, 1973）の「化
石化」という概念である。
ではどのようにそれらを具体的なテキスト研究・解釈に利用しようとするのだろうか。





















最期に、この Jñāndev Studies I, II, III を読みながら考えたことを二つ述べて、書評を
終えることにしたい。それらは二つとも、インド学の将来の方向性に関わる事柄である。






















































い。そんな時代になってきたのではないか。この Jñāndev Studies を読んでいると、この
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